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　高齢者，老年症候群，音声解析，臨床予測式

老年症候群の早期発見に向けた音声データ解析の応用

研究内容

　超高齢社会を迎えた日本では，サルコペニア，ロコモティブ

シンドローム（ロコモ），フレイルの予防が喫緊の課題となって

います．これらの老年症候群に対し，運動機能検査による早期

発見を検討する中で，我々は音声による早期発見の可能性を見

出してきました．しかし，老年症候群と音声データとの関連に

ついては十分なエビデンスは今のところ存在していません．我々

の研究では，臨床予測式を応用し，音声データを活用したサル

コペニア，ロコモ，フレイルの発生予測モデルの構築を目指し

ます．さらに，介入時の具体的な目標値を設定し，効果的な介

入法の確立を図ることで，高齢者の健康維持と生活の質の向上

に貢献することを目指します．
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社会連携・産学連携の可能性

　高齢者に生じる老年症候群の予防や早期発見に貢献する基礎データの提供や共同研究が可能です．
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図 1. 音声データの計測と測定項目

図 2. 予測モデルの例と解析方法


